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社会の幅広い領域でデジタル化が進んでいる
高度情報社会において、コンピュータやスマート
フォン等のディスプレイや公共空間に設置された
タッチパネル等を介して提供されるWebサイト等
の情報コンテンツにおいて、誰もが快適に利用で
きる画面デザインは重要である。本研究では、
VDT（Visual Display Terminals）の画面デザインを
構成する諸要素に着目し、デザイン学的視座と
人間工学的視座において、ユーザビリティやアク
セシビリティの高いユーザインタフェースを提供す
るための画面や文字表示、色彩設計を明らかに
することを目的とする。

①VDT画面デザインにおける諸要素がユーザビリティやアクセシビリティに及ぼす影響を明らかにす
ることで、タッチパネル等のディスプレイを有する製品を介して提供されるコンテンツの画面設計にお
いて誰もが快適に操作できるユーザインタフェース、適切な文字表示・色彩デザインへ適用できる。

②誰もが快適に操作できるデジタルコンテンツの画面設計のための新しい指針及びガイドライン策定
のための基礎資料となる。
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